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三
省
堂
、
第
一
巻
、
一
九
七
八
年
、
二
八
五
’
二
九
二

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
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本
邦
で
初
め
て
洋
式
の
病
院
が
開
設
さ
れ
診
療
が
行
わ
れ
た
の
は

弘
治
、
永
禄
、
元
亀
、
天
正
の
頃
、
一
五
五
七
年
か
ら
一
五
八
○
年

ご
ろ
の
約
二
十
五
年
ば
か
り
で
、
そ
の
大
凡
の
事
情
は
当
時
の
イ
エ

ズ
ス
会
士
の
通
信
書
簡
に
よ
り
窺
い
知
る
こ
と
出
来
る
が
日
本
側
の

史
料
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
の
府
内
病
院
の
位
置
に
つ
い
て
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

海
老
沢
有
道
氏
が
別
府
市
の
日
名
子
太
郎
氏
蔵
の
豊
後
府
内
古
地

図
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
九
月
二
十
四
日
（
写
）
の
中
に
記
載

さ
れ
て
い
る
〃
デ
ウ
ス
堂
″
と
い
う
個
所
に
注
目
さ
れ
府
内
病
院
も

そ
の
隣
接
地
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

筆
者
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
大
分
市
在
住
の
高
山
家
に
伝

わ
る
二
つ
の
大
支
時
代
古
地
図
（
写
）
を
考
証
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。

豊
後
府
内
病
院
の
所
在
位
置
と

規
模
に
つ
い
て
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ま
た
当
時
、
府
内
病
院
を
実
質
的
に
創
設
し
そ
の
運
営
と
診
療
に

当
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
商
人
で
の
ち
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
士

と
な
り
天
草
で
死
去
し
た
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
通
信
書
簡

を
は
じ
め
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
の
通
信
書
簡
を
比
較
検
討
し

な
が
ら
府
内
病
院
の
増
築
、
発
展
か
ら
衰
退
に
い
た
る
経
路
を
た
ど

り
、
府
内
病
院
の
規
模
に
つ
い
て
史
的
考
証
を
行
っ
た
。

新
し
く
考
証
し
た
古
地
図
に
つ
い
て
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二

九
）
五
月
辰
の
日
（
旧
暦
）
、
牧
在
と
い
う
人
が
そ
れ
以
前
に
描
写

そ
の
一
つ
は
前
記
し
た
海
老
沢
有
道
氏
が
引
用
さ
れ
た
も
の
と
内

容
は
全
く
同
一
の
も
の
で
天
保
五
年
（
一
八
一
二
四
）
九
月
二
十
四
日

（
旧
暦
）
の
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
も
う
一
つ
の
方
の
古
地
図
は
そ
れ
よ
り
糊
る
こ
と
五
年
、

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
五
月
辰
の
日
（
旧
暦
）
に
模
写
さ
れ
た

別
系
統
の
も
の
で
、
海
老
沢
氏
の
引
用
さ
れ
た
天
保
年
間
の
も
の
よ

り
細
部
に
わ
た
っ
て
描
写
が
こ
ま
や
か
で
一
部
地
形
の
異
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
文
政
の
古
地
図
（
写
）
を
現
代
の
大
分
市
の

市
街
図
と
拡
大
重
合
し
、
当
時
の
町
名
や
現
存
す
る
社
寺
な
ど
の
位

置
関
係
な
ど
を
照
合
調
査
し
当
時
の
府
内
病
院
の
位
置
を
推
測
し

た
◎

さ
れ
た
豊
後
府
内
の
古
地
図
を
描
写
し
、
そ
れ
を
府
内
藩
士
で
あ
っ

た
渡
辺
瀧
右
衛
門
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
が
旧
家
に
伝
承
さ
れ
、
そ

れ
を
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
四
月
中
旬
、
高
山
家
の
先
代
、
高

山
英
明
氏
（
当
時
大
分
市
長
）
が
自
ら
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
九
月
、
大
分
市
の
旧
家
秘
蔵
の

大
支
時
代
の
古
地
図
が
発
見
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
が
、
大
分
市
市
史

編
さ
ん
室
の
調
査
で
は
昭
和
十
五
年
四
月
高
山
英
明
氏
が
筆
写
さ
れ

た
古
図
と
内
容
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
同
系
統
の
古
図
で
あ
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。

（
福
岡
市
）
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